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衆院憲法審幹事懇の開催目論むも流会 
 
衆院憲法審査会の森会長は閉会中審査開催に向けた幹事懇談会を、与野党筆頭幹事の合

意ではなく職権をもって28日開催を決定しましたが、逢坂筆頭幹事をはじめ立憲民主党と

共産党は欠席を表明、結局流会となりました。 
25日には自民党役員会で岸田首相が「憲法は先送りできない課題の最たるものだ」など

と発言してみたり、憲法改正実現本部のもとに衆参両院の議員による会議体の新設を決定

するなどしています。 
普通に考えれば、幹事懇を職権で強行することは今後の憲法審自体の開催にも悪影響を

及ぼすだけであって、論外の行いです。岸田首相の発言や会議体新設云々もそうですが、

パフォーマンスを繰り返すことで、なんとか求心力の維持に努めようとしているものと思

われます。 
自民党総裁選挙も控えていることから、今後もこうした「受け狙い」の動きが続くこと

が予想されます。警戒を緩めることなく、しっかりと注視していきましょう。 
 

【参考】 
衆院の憲法審査会幹事懇は開催できず 立憲や共産が欠席 

https://news.tv-asahi.co.jp/news_politics/articles/000357126.html 
“衆議院の憲法審査会は国会閉会中も憲法改正に向けた議論を進めるために幹事懇談会

を開くことを決めましたが、立憲民主党や共産党が反発して欠席し開催できませんでし

た。” 
 
憲法の政治利用／逢坂誠二 7849回 

https://ohsaka.jp/15514.html 
“まず閉会中の審議のあり方について、与野党国対で、十分な合意がないこと。国会での

様々な与野党のやり取りは、最初に国対が大きな方向を決めます。それに従って各委員

会の筆頭が協議します。今回、憲法審については、国体の方針が決まらない中での強行で

す。” 
“こうした中では、筆頭間協議をしない、あるいはできないのですが、強引かつ一方的に

要求を突きつけてきます。理不尽という他はありません。” 
 
 

https://news.tv-asahi.co.jp/news_politics/articles/000357126.html
https://ohsaka.jp/15514.html
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岸田首相「憲法、最たる課題」 保守派を意識、自民に温度差 

https://www.47news.jp/11109216.html 
“岸田文雄首相は25日の自民党役員会で「憲法は先送りできない課題の最たるものだ」と

述べ、改正論議の前進を訴えた。9月の総裁選をにらみ、党内保守派へのアピールとみら

れる。ただ松山政司参院幹事長は記者会見で「衆参には意見の食い違いがある」と拙速な

議論を警戒した。党内に温度差があるのが実情だ。” 
 
自民 憲法改正に向け 衆参議員参加の新たな会議体 検討加速へ 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240626/k10014491981000.html 
“…国会の憲法審査会の議論は衆議院と参議院で進捗（しんちょく）が異なることから、

党の実現本部のもとに衆参両院の議員が参加する会議体を新たに設けて検討を加速させ

ることを決めました。” 
 

ブックレット『その改憲、ちょっと待った！ 憲法審査会は今』、好評発売中！ 
 
改憲をめぐる正念場！ 憲法審査会の現状を把握す

るために、ぜひ本書のご活用をお願いします。 
本書は全国書店でお買い求めになれます。 

（平和フォーラムでも取り扱います） 
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